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問1 16世紀の記録において「長さ二、三尺の筒状の道具で、火を放つと雷のような音がする」と描写された武器が、日本の築城技
術に与えた影響として正しいものはどれですか。 （2017年　神奈川県公立入試　類似）

1.  鉄砲の威力に対抗するため、高
い石垣や厚い壁、複雑な堀を備え
た城が築かれるようになった。

2.  鉄砲の重さに耐えられるよう、
城の主要な構造物がすべて巨大な
岩石のみで作られるようになっ
た。

3.  鉄砲の射程距離を避けるため
に、城はすべて人里離れた険しい
山頂にのみ築かれるようになっ
た。

4.  鉄砲による火災を防ぐため、城
の周囲に広大な水堀を作るのをや
め、空堀が主流となった。

問2 南蛮貿易によってもたらされた鉄砲と、当時の都市の関わりについて述べた文として、背景や理由を含めて正しく説明してい
るものはどれですか。 （2020年　群馬県公立入試　類似）

1.  堺などの有力な商人が自治を行
う都市では、高度な鍛冶技術を活
かして鉄砲が生産され、各地の大
名に供給された

2.  鉄砲の製造に必要な火薬の原料
が国内で豊富に採れたため、城下
町ごとに小規模な自給自足の生産
体制が整った

3.  江戸幕府の成立まで鉄砲の国内
生産は禁止されていたため、長崎
の出島を通じてのみ取引が行われ
た

4.  寺院が鉄砲の製造を独占したた
め、鉄砲の生産拠点となった都市
では宗教勢力による支配が強まっ
た

問3 16世紀半ば、種子島にポルトガル人を乗せた船が漂着し、日本に新しい兵器が伝えられた出来事について、その後の歴史に与
えた影響として最も適切な説明はどれですか。 （2020年　京都公立入試　類似）

1.  1543年に伝えられたこの兵器
は、集団戦法への転換を促し、防
御力の高い城郭の構造などにも大
きな影響を与えた。

2.  この兵器の伝来により、騎馬武
者が名乗りを上げて一対一で戦う
伝統的な戦術がより一層重視され
るようになった。

3.  この兵器は朱印船貿易が最も盛
んだった江戸時代初期に初めて日
本にもたらされ、幕府の軍事力を
支えた。

4.  この兵器は元軍が日本に襲来し
た際に初めて伝えられたもので、
鎌倉幕府が滅亡する直接の原因と
なった。

問4 日本地図において、中国地方の日本海側に面した島根県に所在し、かつて「灰吹法」という技術を導入して生産量を飛躍的に
高めた銀山を次の中から選びなさい。 （2016年　鳥取公立入試　類似）

1.  石見銀山 2.  足尾銅山 3.  生野銀山 4.  富岡製糸場

問5 戦国時代において、武田氏や今川氏などの戦国大名が、自らの領国内を統治し、家臣や民衆を直接支配するために独自に制定
した法律を何というか。 （2021年　京都公立入試　類似）

1.  分国法 2.  武家諸法度 3.  公家諸法度 4.  御成敗式目

問6 将軍のあとつぎ問題などを原因として1467年に発生し、約11年間にわたって続いた戦乱は、幕府の力を決定的に弱め、社会全
体に「下剋上」の風潮を広める大きな契機となりました。この戦乱の名称を選びなさい。 （2020年　千葉県公立入試　類似）

1.  承久の乱 2.  観応の擾乱 3.  応仁の乱 4.  島原の乱

問7 石見銀山から産出された銀は、16世紀後半から17世紀初めにかけて世界の銀産出量の約3分の1を占めていたとも言われていま
す。この銀山で生産を支え、日本の銀が国際社会へ大きな影響を与える要因となった技術的背景として正しいものを選んでく
ださい。 （2019年　和歌山公立入試　類似）

1.  灰吹法という、鉛を用いて銀を
抽出する高度な精錬技術が導入さ
れたこと

2.  たたら吹きという、鉄を精錬す
るための日本独自の製鉄法が応用
されたこと

3.  明治維新以降、フランスの技術
を取り入れた官営模範工場として
整備されたこと

4.  足尾銅山鉱毒事件を教訓にし
た、公害を出さない最新の濾過技
術が開発されたこと

問8 「甲州法度之次第」と呼ばれる分国法を制定し、領国内の統治を強化した戦国大名は誰か。 （2021年　沖縄公立入試　類似）

1.  織田信長 2.  上杉謙信 3.  足利義満 4.  武田信玄

問9 16世紀に起きた「ルターによる宗教改革の開始」「イエズス会の設立」「フランシスコ・ザビエルによる日本へのキリスト教
伝来」という3つの出来事について、時期の早いものから順に正しく並べたものはどれですか。 （2020年　長野県公立入試　類似）

1.  ルターによる宗教改革の開始
→ イエズス会の設立 → フランシ
スコ・ザビエルによる日本へのキ
リスト教伝来

2.  イエズス会の設立 → フランシ
スコ・ザビエルによる日本へのキ
リスト教伝来 → ルターによる宗
教改革の開始

3.  フランシスコ・ザビエルによる
日本へのキリスト教伝来 → ルタ
ーによる宗教改革の開始 → イエ
ズス会の設立

4.  ルターによる宗教改革の開始
→ フランシスコ・ザビエルによる
日本へのキリスト教伝来 → イエ
ズス会の設立
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
鉄砲の威力に対抗するため、高い石垣や
厚い壁、複雑な堀を備えた城が築かれる
ようになった。

鉄砲の普及は、城のあり方を大きく変えました。それまでの簡素な「山城」から、鉄砲の攻撃に耐
えうる強固な石垣や、敵を迎え撃つための窓（狭間）を持つ天守などを備えた「平城」や「平山
城」へと進化しました。これにより、城は軍事拠点としてだけでなく、領主の権威を象徴する政治
的中心地としての役割も強めることとなりました。

問2 答え 1
堺などの有力な商人が自治を行う都市で
は、高度な鍛冶技術を活かして鉄砲が生
産され、各地の大名に供給された

堺は古くから鋳物や刀剣の製造が盛んであり、その高い技術力が鉄砲の量産を支えました。また、
堺は「会合衆」と呼ばれる豪商たちによる自治が行われていた自由都市であり、特定の戦国大名に
完全に支配されることなく、各地の大名を顧客として鉄砲を販売することで大きな利益を上げ、さ
らに都市として発展しました。

問3 答え 1
1543年に伝えられたこの兵器は、集団
戦法への転換を促し、防御力の高い城郭
の構造などにも大きな影響を与えた。

1543年（16世紀）に種子島へ鉄砲が伝来したことで、それまでの騎馬戦から足軽による集団戦法
へと戦術が大きく変化しました。また、鉄砲の威力に対抗するために、石垣を高く積み上げた堅固
な城郭が築かれるようになるなど、軍事・建築の両面で社会に劇的な変革をもたらしました。

問4 答え 1
石見銀山

石見銀山では、鉱石から銀を取り出す「灰吹法（はいふきほう）」という技術が導入されたこと
で、生産量が急増しました。兵庫県の生野銀山や、愛媛県に位置し銅を産出した別子銅山などと混
同しやすいですが、島根県という立地と、大航海時代の世界経済に影響を与えた規模の大きさが石
見銀山の大きな特徴です。

問5 答え 1
分国法

室町幕府の権威が衰退した戦国時代において、各地の戦国大名が自らの実力で領国を治めるために
定めた独自の法を分国法（家法）と呼びます。これによって、大名は幕府の法に縛られることな
く、独自のルールで領内を統制しました。

問6 答え 3
応仁の乱

この戦乱によって政治の中心地である京都が荒廃し、将軍や幕府の権威が失墜しました。その結
果、地方の武士たちが幕府の指示を仰がずに実力で領地を奪い合うようになり、下剋上の世の中、
すなわち戦国時代へと突入していきました。

問7 答え 1
灰吹法という、鉛を用いて銀を抽出する
高度な精錬技術が導入されたこと

16世紀前半に博多の商人らによって朝鮮半島から伝えられた灰吹法（はいふきほう）は、鉛を使っ
て鉱石から銀を取り出す画期的な精錬技術でした。この技術が石見銀山に導入されたことで、不純
物の少ない高品質な銀の大量生産が可能になり、日本の銀が世界経済において大きな影響力を持つ
ことになりました。選択肢にある「たたら吹き」は鉄、「官営模範工場」は富岡製糸場などに代表
される近代化の動きを指します。

問8 答え 4
武田信玄

甲斐（現在の山梨県）を拠点とした武田信玄は、領国支配を確かなものにするため「甲州法度之次
第」を定めました。この中には家臣団の統制だけでなく、大名自身の行動を制約する条文も含まれ
ており、領国全体で法による秩序を作ろうとした点が特徴です。

問9 答え 1
ルターによる宗教改革の開始 → イエズ
ス会の設立 → フランシスコ・ザビエル
による日本へのキリスト教伝来

まず1517年にルターがドイツで宗教改革を始めました。これを受けてカトリック側が勢力回復のた
めに1534年にイエズス会を設立しました。そしてその一員であるフランシスコ・ザビエルが1549
年に日本の鹿児島へ到着し、キリスト教を伝えました。この時系列は「宗教改革への対抗手段とし
て海外布教が始まった」という因果関係と結びついています。


